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お が さ わ ら
笠原理
り さ
佐、村木真由子
【はじめに】『カテーテル関連尿路感染の予防のためのCDCガイドラ
イン2009年』では、「採尿バッグは常に膀胱レベルよりも低い位置
で維持する。採尿バッグは床に触れないようにする。」と勧告して
いる。しかし当病棟では、特殊機械浴時や搬送時に採尿バッグをス
トレッチャーやベッドの上に乗せることで、膀胱と同じ高さ、ある
いは膀胱よりも高い位置に置かれていることがある。また、採尿バッ
グが床すれすれに固定されていることもあり、尿路感染のリスクが
高い行為が行われている現状がある。そこでスタッフの尿路感染予
防の実態を明らかにし、看護師の意識向上と統一した看護を提供す
ることを目的に調査を行った。
【方法】対象は脳神経外科病棟に勤務するスタッフ（看護師・看護
助手）37人とし、2012年10～11月を調査期間とした。尿路感染と膀
胱留置カテーテルの取り扱いについての勉強会・ポスター掲示・物
品準備・一部業務改善を行い、前後に知識・意識・行動に分類した
アンケートを実施した。
【結果・考察】尿路感染経路の知識に対する質問では、ほぼ全ての
項目において正答率が、1回目に比べ2回目で増加しており、勉強会
を実施した効果があり、スタッフの知識が向上したと推測される。
意識に対する質問で「屈曲しないようカテーテルの位置に気を付け
る理由」では、「慣習だから」「尿路感染予防のため」が増加しており、
尿路感染予防の意識が向上し、さらに意識的な行動が習慣化したと
考えられる。行動に対する質問では、特殊機械浴や搬送時の採尿バッ
グの固定・置く位置について、全項目において正答率が増加してい
る。これは勉強会を行うことで正しい採尿バッグの取り扱いについ
て理解が深まり、物品準備や一部業務改善を行うことで環境が整い、
行動変容に繋がったと考えられる。
P-009
